
様式第１号

活動名

団体名

実施期間

活動の実施場所

予定日時： １１月 21日 ／

活動の発表予定
（本補助金の発表会
以外）

　（　　有り　　・　　無し　　）　※有りの場合は予定日時と場所を記入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現時点で日時等が未定の場合は「未定」と記入

場所：□□町公民館

・○○川　　・△△中学校　　・△△地区（□□町）

７月（第１週）　　生徒会による○○川の調査　（８名参加）

活動内容
（複数の活動を行う
場合は、それぞれの
活動について、記載
してください）

７月（第３週）　　全校集会で生徒会による○○川調査結果と○○川再生プロ

　　　　　　　　　　ジェクトをプレゼンテーション（３４９名参加）

８月（第１週）　　地域の○○川清掃活動に参加（８０名程度参加予定）

８月（第４週）　　清掃活動の結果のまとめと専門家との意見交換（８名参加）

１０月（第３週）　前期生徒会活動報告で発表（３４９名参加）

活　動　実　施　計　画　書　（　記　載　例　）

令和　　８年　　７月　　１日　　～　　令和　　８年　１１月　３０日

学校周辺の自然を守ろう！～地域と協働する○○川再生プロジェクト～

〇〇市立△△中学校（○○県立△△高等学校）　生徒会

活動の目的

　私たちの地区には○○川が流れています。今ではゴミが捨てられていると
きもあってきれいな川ではないですが、祖父の子どもの頃は初夏になるとホ
タルが見られる、とても美しい川だったそうです。
　私たち△△中学校では、生徒会が中心になって、○○川の調査活動や清
掃活動を行います。活動を通して、△△地区の自然環境についての理解を
深めるとともに、地域の方々とともに、○○川を再びホタルの見られる美し
い川にすることを目指します。

地域や学校外への
波及効果

　本活動では、８月に保護者や地域の方々と一緒に○○川清掃に取り組みます。毎
年地域で行われている河川の清掃活動に私たちが参加したり、活動の成果を□□
公民館で発表したりすることによって、私たちも含めた地域全体の環境意識が高ま
ることが期待されます。



参加予定人数 400 人

※記載欄が不足する場合は、適宜、枠を拡大して記入

※その他、活動の実施計画内容が分かる書類があれば添付

（団体以外の参加者含む実人数）

　活動を後期や次年度の新しい生徒会に引き継ぎ、ホタルが○○川に戻ってくるま
で、「△△中○○川再生プロジェクト」を継続していきます。また、活動内容を同じ
地区の××小学校へ発表したり、将来的には合同活動を行ったりして、私たちの活
動をつなぎ、広げていきたいです。

　私たちは、学校の授業で地球温暖化問題や、環境保全の大切さについて学びま
した。しかし、環境を大切にしなければならないことは分かっていてもつい教室の
電気をつけっぱなしで体育の授業に行ったり、冷暖房がついているのに戸を開けっ
放しにしてしまったりします。今回の活動を通して、私たちの一人一人が環境につ
いて自分事として考え、自分にできることを行動に移すきっかけにしたいと思って
います。そして活動を成功させて、ホタルの戻ってきた○○川を地域の宝物として
いきたいと思います。

その他
（活動への意気込み
など、自由に記述し
てください）

活動後の展望
（活動の継続・発展
など）


